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　本発表では英語で書かれた文学テクストの「わかりやすさ(comprehensibility)を学際的な観点から検討・分析を試みた。まず、分析の枠組みを検討し、文体論、言語学の観点から、「わかりやすさ」を解明する上で読み手の認知過程に着目する必要性を論じ、新たな枠組みの設定を試みた。文体論では、書き手の立場から文学テクストの言語や技法を対象に、もっぱら言語学の枠組みを用いた記述と分析が行われていたが、現在では認知科学、心理学の発展に伴い、読み手をとりまく状況を分析の考慮に入れることも可能になってきている。

次にテクスト理解における心理学の先行研究と言語学的な参照枠の接点として語彙的文法的結束構造に焦点をあて、従来の計量文体論でなされてきた単純な分布や割合からでは読み手の不在という点でテクストの分析における効果の実証が不十分であることを論じた。

　本論の中心となる概念である「わかりやすさ」の諸相については、「読みやすさ」(readability)の概念と比較対照し、「読みやすさ」は、語の音節数や文の長さを基準とした語彙文法レベルの概念であるのに対し、「わかりやすさ」は読み手の認知過程も視野に入れたテクストレベルでの特質であると定義づけた。続いて､読み手の理解過程の負荷という観点から、「わかりやすさ」がテクストの結束構造(cohesion)の質的な分析によって明らかにできることを主張した。さらに分析の枠組みの一般性を主張するために、文学テクストや多様なジャンルのテクスト分析を通して、量的かつ質的な分析と操作から得られた数値を統計的に検証し、比較対照を行った。同じ作家による子供向き、大人向きの作品の対照分析も行い、「わかりやすさ」の検証が同じ枠組みで援用可能であること示した。最後に、今後の展望として「わかりやすさ」の概念が、効果的な文を書く上で言語教育への応用として指導の一指針になる点を指摘した。

